



























































































































































































































































































No. 申請年月日 実施期間 担当者 依頼者 依頼内容
2017/4/1 上田恭平 遠心力載荷装置による模型実験と関連する室内土質試験
2018/3/31 地盤災害研究部門	地盤防災解析分野 遠心力載荷装置を用いる模型実験（静的および動的振動実験）において、装置の操作ならびにホイストクレーンによる
模型土槽の設置、その他模型実験の補助（粘性流体の作製など）をお願いします。また、模型実験に関連して、土の室
内要素試験等を別途行う場合があるので、こちらについても技術支援を希望します。併せて、実験を行う学生に対し
て、安全指導もお願いできればと思います。心力載荷装置を用いた実験では、重力場と比べて非常に大きな遠心力場に
おいて模型振動実験を実施するため、学生のみの運用では危険が伴います。実験技術や実験に対する心構えを技術職員
の方に適宜ご指導頂くことで、危険を事前に察知し、安全かつ効率的に装置を運用することができます。
2017/4/1 伊藤喜宏 国内外における海底地震・測地観測
2018/3/31 地震予知研究センター	地震予知情報分野 国内および海外（メキシコおよびニュージーランド等）における海底地震・測地観測で使用する観測機材の準備作業、
データ整理および現地における観測業務の支援。国内の他大学の技術職員と連携して、観測機器の準備や現地における
観測業務の支援を進めることで、当該研究・観測の円滑な推進を目指す。さらに、他大学との技術職員との連携を構築
を進めることで、技術職員のネットワークの拡大を目指しつつ、また個人の技能の向上も狙う。本申請の支援は、
SATREPS（代表：申請者）、科研費（基盤A海外）（代表：申請者）、特別推進（代表：東北大学日野亮太）および「災
害軽減に貢献するための地震火山観測計画」の一部として行われます。
2017/4/1 西上欽也 地震・地殻変動等の観測にもとづく地震発生およびその予測に関する研究
2018/3/31 地震予知研究センター	地震予知情報分野 地震・地殻変動観測システムおよびそのデータ処理システムの維持・保守、公用車の維持・保守、その他各種観測への
技術的支援、センター内の関係委員会活動への支援（技術委員会、建物委員会。地震・地殻変動観測およびデータ処理
システムの維持・保守を定期的に行うことにより良質な地震・地殻変動データを継続的に蓄積・流通し、センター内・
学内はもとより、気象庁はじめ全国大学研究機関において利用しやすいデータベースを構築する。また、他の各種観測
や公用車の維持・保守においても、適切な技術支援を行い、当センターにおける観測研究の推進に大きく寄与する。セ
ンター配属（長期支援）技術職員の方１名が交代するので、引き継ぎ（４月～６月）をスムーズ、確実に、また無理な
く行えるようにしたい。必要に応じて、交代・異動された技術職員の方に７月以降の短期的な支援もお願いできるとた
いへん有り難い。４月より上宝観測所に技術職員の方が赴任するので、観測所・センター間の連絡・協力体制をじゅう
ぶん取るようにする。
2017/4/1 西上欽也 地震・地殻変動等の観測にもとづく地震発生およびその予測に関する研究
2018/3/31 地震予知研究センター	地震予知情報分野 阿武山観測所において、定常地震観測システムおよびそのデータ処理システムの維持・保守、公用車の維持・保守、そ
の他、臨時地震観測（満点・稠密地震観測）を含む各種観測への技術的支援を行う。阿武山観測所において、定常地震
観測網および稠密地震観測システムの維持・保守を行うことにより良質な地震データを継続的に蓄積する。また、その
他の観測・業務全般に対して技術支援を行い観測研究の推進に大きく寄与する。
2017/4/1 西上欽也 地震・地殻変動等の観測にもとづく地震発生およびその予測に関する研究
2018/3/31 地震予知研究センター	地震予知情報分野 宮崎観測所において、地震・地殻変動観測システムおよびそのデータ処理システムの維持・保守、公用車の維持・保
守、その他各種観測への技術的支援を行う。宮崎観測所における地殻変動観測システムの保守を定期的に行うことによ
り、センターにおいて良質な地殻変動データを継続的に蓄積する。また、全国的な地殻変動データベースの構築にも寄
与する。宮崎観測所における施設維持・公用車管理を行い、また九州南部を中心とする地震、GPS等の各種観測や海域で
の観測、研究プロジェクト等において適切な技術支援を行い、当センターにおける観測研究の推進に大きく寄与する。
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2
2017/3/30
3
2017/4/3 澤田麻沙代
中川潤
長岡愛理
4
2017/4/3 冨阪和秀
1
2016/3/20 波岸彩子
荒上夏菜
5
2017/4/3
2017/4/1 西上欽也 地震・地殻変動等の観測にもとづく地震発生およびその予測に関する研究
2018/3/31 地震予知研究センター	地震予知情報分野 上宝観測所において、定常地震観測システムおよびそのデータ処理システムの維持・保守、公用車の維持・保守、その
他、臨時地震観測（焼岳、跡津川断層周辺での稠密地震観測）を含む各種観測への技術的支援を行う。上宝観測所にお
いて、定常地震観測網および稠密地震観測システムの維持・保守を行うことにより良質な地震データを継続的に蓄積す
る。また、その他の観測・業務全般に対して技術支援を行い観測研究の推進に大きく寄与する。今年度より上宝観測所
に技術職員の方が赴任するので、同時に現地赴任する教員も含めて、観測所・センター間の連絡・協力体制をじゅうぶ
ん密に取り、観測所での各種業務が確実にまた無理なく行われるようにしたい。
2017/4/1 畑山満則 巨大災害研究センターのサーバおよびネットワーク管理支援業務
2018/3/31 巨大災害研究センター	災害情報システム分野 現在、巨大災害研究センターのサーバが担っているメールシステムの移行・保守の支援業務、および、情報システムや
ネットワークに関するトラブル対応業務。上記業務に対する体制の再構築・強化。
2017/4/1 馬場康之 白浜海象観測所の運営に関わる技術支援
2018/3/31 巨大災害研究センター	災害情報システム分野 施設維持管理，観測・計測業務，データ処理，観測・計測機器維持管理，公用車管理，地元自治体等対応，開発・設
計，災害調査.本技術支援は観測所の運営の根幹を支える重要な業務であり，上記業務に関する技術支援を受けること
で，観測所の維持・運営を円滑に行うことができる.業務内容に示す通り，当観測所での業務遂行に際しては，船舶の運
航・維持管理を始めとする観測関連業務，観測所の維持管理業務，公用車の管理を始めとする事務処理など多岐にわた
るスキルを必要とする．
2017/4/1 井口正人 桜島等南九州の火山における火山観測に関する包括的技術支援
2018/3/31 火山活動研究センター	火山噴火予知分野 桜島及び霧島山麓から諏訪之瀬島に至る本所と3観測室及び地震、GPS、潮位等の約60観測点の施設・観測機器の維持管
理。水準測量・重力測定・火山ガス測定等繰り返し観測の実施。観測実験用補助機器の設計・制作。共同観測研究の支
援・データ回収・処理。研究資料・試料の保全。安全衛生管理。火山噴火予知連絡会等の資料作成。週1回の宿直・月1
回の日直勤務。桜島を始め、南九州の火山は活発な活動を状態にあり、多項目の観測を継続して実施している。また、
学内外の多数の研究者が臨時及び継続的な調査観測を行っている。技術支援により、観測調査が円滑に進み、火山活動
研究センターの研究教育活動が円滑に進むとともに、全国の火山研究拠点としての機能を果たすことができる。1人当た
り週1回の宿直・月1回の日直勤務および1ヶ月半に1回の土曜日勤務(振り替え休日あり)。本所の施設・観測機器の点
検・障害等対応、顕著な火山活動の発生時のセンター長・教職員への通報、外部からの連絡受付等。
2017/4/1 川瀬博 強震応答実験装置（大型振動台）の運用と共用促進
2018/3/31 社会防災研究部門	都市空間安全制御分野 強震応答実験装置（大型振動台）とその計測機器類の運用・運転と維持管理、保守点検、およびその外部利用者への共
用に関する必要な業務と支援をお願いします。強震応答実験装置（大型振動台）とその計測機器類が円滑かつ効果的に
活用され、多くの研究成果の産出に貢献するとともに、外部利用者への共用を通してその維持管理に必要な利用料収入
を上げることができるものと期待されます。強震応答実験装置の運用・運転には知識と経験が必要なことから、十分な
経験を有する技術職員さんの支援をお願いいたします。
2017/4/1 牧紀男 広報出版企画室支援
2018/3/31 社会防災研究部門	都市防災計画分野 広報出版企画室の業務
・防災研究所ホームページ・Facebook管理運営・更新
・GADRIサポート（イベントやホームページ管理運営のサポート等）
・防災研究所のデーターベースシステム、メーリングリスト管理
・防災研究所の刊物編集
・広報出版専門委員会、行事推進専門委員会、広報出版企画室ミーティングの参加
・公開講座、オープンキャンパス、研究発表講演会（懇親会含む）のサポート
・広報出版企画室の安全衛生、環境整備及び連携研究棟　建物管理
・対外広報（メディア、一般の問い合わせ等）
・外部来訪者の対応（部屋の設営、サイエンスコミュニケーターのサポート等）
・防災ミュージアムの整備・見学対応
・その他、防災研究所所長、副所長のサポート（主に広報やイベントに関する雑務、資料作成等）
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2017/4/1 中川一 宇治川オープンラボラトリーにおける実験施設の運転並びに維持管理ほか
2018/3/31 流域災害研究センター	河川防災システム分野 当ラボラトリーを円滑に運営するに当たり、日常的な施設全般の保守管理、種々の見学・研修等の受入れを通じての社
会貢献活動、また、全国共同利用研究施設として所内外の共同利用研究者を含めた研究者・学生等の利用者に対する施
設利用上の助言や利用時における支援など多岐にわたって携わっていただきたい。宇治川オープンラボラトリーの円滑
な運営に関する日常的な支援、また、種々の見学・研修等の受入れ、所内外の共同利用研究者を含めた研究者・学	生等
の利用者に対する施設利用上の助言や利用時における支援などを通じて、当ラボラトリーにおける研究活動並びに国際
的貢献・社会的貢献活動の一層の向上に資していただけるものと期待しています。一昨年度、昨年度、今年度と研究支
援推進員が雇用できたため、各種要求書や申請書の作成に大いに貢献いただいており、技術職員の負担が軽減できてい
る。今後とも、作業を分担して効率的かつ軽負担で技術支援いただくように努力していきたいと思っています。
2017/4/1 丸山敬 境界層風洞における風速・風圧計測および対飛散物衝撃試験
2018/3/31 気象・水象災害研究部門	耐風構造分野 境界層風洞実験室では建物周囲の風速場の測定および建物に加わる圧力場の測定、さらに、建築物外装材の対飛
散物衝撃試験を行っているが，風速・風圧の計測、および、対飛散物衝撃試験には測定装置に関する専門知識，およ
び，操作技能が必要であり，それらを有する技術員が研究遂行のためには不可欠である．建物周辺の気流性状および風
圧力性状の解明を行い，合理的な耐風設計の提案に資する．また，建築物外装材の耐衝撃性能を解明する．
2017/4/1 堤大三 穂高砂防観測所における観測業務全般と施設維持管理
2018/3/31 流域災害研究センター	流域圏観測分野 穂高砂防観測所で実施している
１）観測機器の設置・保守作業，データ整理・管理業務
２）屋内・野外実験の補助業務
３）観測所の保守・維持管理作業全般
穂高砂防観測所にて実施している観測研究，実験研究等のデータの有効的な収集，安全かつ効果的なデータ整理・記録
が可能となる。また，常駐する教員や内外からの訪問研究者・学生が快適に研究活動できる環境の保持が可能となる。
2017/5/8 飯尾能久 満点計画
2018/3/31 地震予知研究センター	内陸地震分野 満点計画(次世代型稠密地震観測計画)では、阿武山観測所を基地局と位置づけており、満点地震計のデータを保存する
データサーバーを設置した。残念ながら、そのサーバーが正常に動作していないため、本業務により、その改善を試み
る。サーバーが正常に動作して、阿武山観測所における、満点データのバックアップシステムが完成する。
2017/6/5 松島信一 スペース台帳システムの管理・更新
2018/3/31 地震災害研究部門	構造物震害分野 スペース台帳システムの管理および新機能追加・サーバ移行に関する支援。スペース台帳システムの維持管理を行うこ
とにより、防災研究所の居室の利用状況の把握が可能となる。居室の利用状況の把握により、居室の有効利用について
検討・実施することで、将来的には防災研全体の研究活動の活発化に寄与ですることが期待される。また、システムへ
の新機能追加およびサーバの移行を行うことで、安定的にシステムを運用することが可能となる。
2017/6/9 矢守克也 災害情報学会2017年度年次大会の運営に対する協力・助言業務
2017/10/30 巨大災害研究センター	巨大災害過程分野 今年10月21日（土）および22日（日）に、京都大学防災研究所で開催される日本災害情報学会2017年度年次大会におけ
る大会運営について、情報機器を含む施設の使用全般について監督・助言業務という形で支援をお願いしたい。	防災研
究所（宇治地区）の施設をより有効に活用して、上記学会大会がより円滑かつ生産的な形で実施されることが期待され
る。
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